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新規事業採択時評価
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一般国道５号（北海道横断自動車道）倶知安余市道路(倶知安～共和)に係る新規事業採択時評価
くっ ち ゃん よ いち く っ ち ゃん きょうわ

・新千歳空港から国際的観光リゾートニセコへの速達性を確保し、宿泊施設新設等の民間投資増加により、地域経済の発展に寄与
災害時の代替路確保や国際 ンテナの通行支障箇所を解消し 物流を効率化

300

年間２８０件

・後志地域は高次医療の約９割を

・災害時の代替路確保や国際コンテナの通行支障箇所を解消し、物流を効率化
・高次医療施設へのアクセス向上により、救急搬送など医療活動を支援

③ 高次医療施設へのアクセス１．事業概要

・起 終 点：北海道虻田郡倶知安町字旭～北海道岩内郡共和町国富
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脳疾患 心疾患

全国

北海道

倶知安保健所

1.4倍

1.5倍

人口の約３割が

小樽市や札幌市に依存。 人口の

約３割が高次医療施設まで６０分

以内に到達できない状況（図６）。

・脳疾患・心疾患の死亡率が高く、

速達性の確保が急務（図７）。

・延 長 等：１１．５ｋｍ（第１種第３級、２車線、設計速度８０ｋｍ/ｈ）

・起 終 点：北海道虻田郡倶知安町字旭～北海道岩内郡共和町国富

・全体事業費：約４２０億円

乗用車 小型貨物 普通貨物

約4 900台/日 約500台/日 約1 200台/日

・計画交通量：約６，６００台／日
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資料：小樽開発建設部調べ
図６ Ｈ26年度後志管内発 救急搬送流動状況

図７ 死亡率(人口10万人対)
資料：H25年北海道保険統計年報（北海道）しり べし

脳疾患 心疾患人口の約３割が
６０分カバー圏外

・インバウンド観光の拠点である新千歳空港や札幌市・小樽市周辺からニセコへの移動時間短縮、

効果１ 国際的観光リゾートの更なる発展 【◎】
しん ち とせ さっ ぽろ お たる

３．整備効果倶知安余市道路

（倶知安～共和）

くっちゃん よいち

くっちゃん きょうわ

約4,900台/日 約500台/日 約1,200台/日

【倶知安町ほか ニセコ観光圏整備計画】
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２．課題

定時性を確保。

・ニセコ地域への更なる観光客増加、通勤圏拡大による雇用の促進が期待。

現況 約１５５分 → 整備後 約１２０分

（約３５分短縮）

新千歳空港～ニセコ間の冬期所要時間
しん ち とせ

現況 約 ８０分 → 整備後 約 ５５分

（約２５分短縮）

小樽～ニセコ間の冬期所要時間
お たる

①国際的観光リゾートへのアクセス
70%

発生確率 H26.10月
H26.12月

国際的に人気のスキ 場がある

図１ 広域図

過去１０年間で

図２ 事業位置図

L=4.7km

黒松内JCT

黒松内IC

空港

・国際コンテナ通行支障区間の解消により、

函館方面と札幌・後志地方を結ぶリダンダン

シーの向上に寄与。

効果２ 物流ルートの代替性の確保 【◎】

国際コンテナ通行支障箇所の回避
現況 ４箇所 →   整備後 ０箇所

効果３ 安心して暮らせる地域の形成 【◎】
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ニセコエリアの外国人宿泊客数は

年々増加傾向 （図３）であるが、移
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設など民間投資等の開発効果を盤
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図３ 後志の外国人宿泊客延数
の推移

資料：北海道観光入込客数調査報告書（北海道）

しり べし

・倶知安から小樽・札幌の高次医療施設への搬送時間短縮

や安静搬送により、患者への負担を軽減。

・脳疾患、心疾患の死亡率低下が期待（図８） 。

倶知安～小樽市立病院の所要時間
現況 ６８分 → 整備後 約５３分（約１５分短縮）
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資料：プローブデータ（H26.10,H26.12の1ヶ月間データ）
より分析
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図４ 並行現道（小樽～ニセコ間）
の移動時間のバラツキ

お たる

石にするためにも定時性の確保が

課題（図４） 。

・有効求人倍率が１．５６と全国比約

１．５倍にも係わらず、通勤負担に

よる雇用不足が顕在化。
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■費用便益分析結果 （貨幣換算可能な効果のみを金銭化し、費用と比較したもの）

図８ 搬送時間短縮による生存率向上
資料：藤本他交通工学Vol.45，No.5，2010

119番通報から病院到着までの時間（分）
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・隣接する胆振地域には、周期的に噴

火を繰り返す有珠山（約３０年周期）

等が存在（図５）。

➁災害リスクに対する

ざ ん

い ぶり

小樽市の高次医療施設からの６０分カバー圏人口
現況 164,200人（７０％） → 整備後 203,900人（８７％）

※整備後、カバー圏人口４万人増。

写真１ 国際コンテナ

物流ルートの脆弱性

う す

稲穂峠

倶知安峠 中山峠

毛無峠

後志地域

B/C EIRR※1 総費用 総便益

・国道５号は、災害発生時に代替路と

なるが、線形も厳しく、更には国際コ

ンテナ通行支障箇所（写真１）を抱え、

特に物流への影響が懸念。
図５ 周辺の災害リスクと広域道路ネットワーク

平成12年の噴火時には、
鉄道貨物輸送をトラック代行
による小分輸送を行ったため、
物流の効率性が低下。

通行支障トンネル

（盤の沢トンネル）
ばん さわ

樽前山
有珠山

美笛峠

胆振地域

1.3
（1.3）

5.4%
（5.5%）

2,805億円※2

（344億円※2）
3,611億円※2

（447億円※2）

注）上段の値は黒松内ＪＣＴ～小樽JCT（仮称）を対象とした場合、下段（ ）書きの値は事業化区間を対象にした場合の費用便益
分析結果

※１： EIRR：経済的内部収益率
※２：基準年（H27年）における現在価値記入（現在価値算出のための社会的割引率：４％）
※３：ＪＣＴ間の費用便益分析は、当該区間のうち、ルートや構造が確定した区間を対象に算出
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共和～余市 延長27.6km（２車線整備）
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一般国道５号（北海道横断自動車道）倶知安余市道路(倶知安～共和)に係る新規事業採択時評価
くっ ち ゃん よ いち く っ ち ゃん きょうわ
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一般国道236号（帯広・広尾自動車道） 大樹広尾道路（忠類大樹～豊似）に係る新規事業採択時評価

・全国の食を支える地域産業を支援するとともに、交通機能の分担が図られることにより安全な物流ルートを確保
救急搬送時の所要時間および連絡速度が改善する とにより高次医療施設 のアクセ が向上し 地域医療サ ビ の向上に貢献

おびひろ ひろお たいき ひろお ちゅうるいたいき とよに

１．事業概要

・救急搬送時の所要時間および連絡速度が改善することにより高次医療施設へのアクセスが向上し、地域医療サービスの向上に貢献

・起 終 点：北海道広尾郡大樹町字大樹
ひろお たいきちょう たい き

ひろお ひろおちょう もんべつ

②救急医療・高次医療サービスの享受が困難

・南十勝は高次医療の９割を帯広市に依存

し、人口の４割が高次医療施設まで６０分

みなみとかち おびひろ

帯広厚生病院

年間220件

救急医療施設からの
60分圏域
救急医療施設からの
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・延 長 等：１５．１ｋｍ（第１種第３級、
２車線、設計速度８０㎞/h）

・全体事業費：約２００億円

・計画交通量：約５，５００台／日

～北海道広尾郡広尾町字紋別
ひろお ひろおちょう もんべつ し、人 の 割が高次医療施設まで 分

以内に到達できない状況（図７）。

図１ 広域図

大樹広尾道路

（忠類大樹～豊似）
ちゅうるいたいき とよに

たいき ひろお

・大樹・広尾町からの救急搬送は年間約２２０

件を数え、冬期には搬送時間がさらに増加す

るなど、速達性の確保が急務。

たいき ひろおちょう 南十勝

広尾町

大樹町

○

○

中札内村

更別村

人口の約４割が
６０分カバー圏外

救命救急センター病院
（第三次救急医療施設）

その他の救急医療施設
（第二次救急医療施設）

広尾郡広尾町
ひろお ひろおちょう

重要港湾十勝港
（国際物流ターミナル整備中）

・帯広･広尾道の延伸により十勝港までの輸送時間の短縮
おびひろ ひろお とかち

２．課題

３．整備効果

乗用車 小型貨物 普通貨物

約3,100台/日 約800台/日 約1,600台/日

①全国への食料供給を支える

効果１ 地域産業を支える物流の効率性・安全性の向上 【◎】

十勝
全国の約１／４

図２ 事業位置図

【広尾町 広尾町まちづくり推進総合計画】

図７ 救急医療施設の
６０分圏域の状況

資料：H25帯広開発建設部、
救急車プローブ結果（H24）、
H22年国勢調査

・交通機能の分担により、大樹市街をはじめとする現道の

交通事故が大幅に減少し、貨物車等の安全な物流ルート
2

3 

4 

・十勝地域は、小麦や生乳等、全国１位の農産品を生

産する国内有数の農業、酪農業地域。十勝やオホー

たいき

・帯広 広尾道の延伸により十勝港までの輸送時間の短縮

が図られ、繁忙期の小麦の往復回数が１回増加するなど

の輸送の効率化に寄与し、地域産業を支援 （図８）。

①全国への食料供給を支える

港湾アクセスルートの効率性・安全性
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延伸により輸送効率が
向上し往復回数が
２回から３回に増加

（回）

を確保。

大樹市街における死傷事故率
現況 全国平均以上（７箇所）１１０．６～３３１．９件/億台ｷﾛ

たいき

⇒ 整備後 大樹豊似間 ２７．０件/億台ｷﾛ
たいき とよに

0 

1 

2 

H11開通前

（高速なし）

帯広川西IC
開通

更別IC
開通

大樹豊似

整備後

ツクで生産された小麦の移出や家畜飼料原料などの

移輸入は重要港湾十勝港が担っており、全国への食

料供給を支える重要拠点（図３）。

1,200

1,300

1,400
（千トン）

取
扱

1,193

1,318

図８ 小麦輸送の効率化

図３ 小麦収穫量シェア

155千トン

18.1%
187千トン

21.9%

資料：作物統計（H26）

18.2%

・十勝港の取扱貨物量は増加する一方で、貨物車保
とかち

資料：道路交通センサス（H11,H17,H22）

2.2
1.9

回
数

とかち

※全国平均：８１件/億台ｷﾛ

700

800

900

1,000

1,100

H20 H21 H22 H23 H24

貨
物
量

1,058
1,008

1,045

とかち 資料：広尾町

図８ 小麦輸送の効率化

（音更町⇔十勝港の往復可能回数）
おとふけちょう とかち

効果２ 高次医療施設へのアクセス性向上 【◎】

帯広市の高次医療施設からの６０分カバ 圏人口
おびひろ

広尾町～帯広市の高次医療施設間の救急搬送所用時間

現況 ７３分 ⇒ 整備後 ６５分（８分短縮）

ひろおちょう おびひろ
・帯広･広尾道の延伸により救急搬送時の

所要時間や連絡速度が改善され、南十勝

からの高次医療施設へのアクセスが向上

おびひろ ひろお

みなみとかち

有台数は減少傾向。収穫繁忙期の秋を中心に、輸

送トラックが不足し、効率化が求められているが、物

流ターミナル整備中の港湾で、高規格道路ミッシン

グリンク延長が全国で最長（図４、図５） 。

十勝港に至る国道 号 号は 全国 般国道
とかち

42,250

42,500

42,750

43,000
貨物車保有

台数は減少傾向

（台）

42,449

図４ 十勝港取扱貨物量の推移
とかち 資料：広尾町 帯広市の高次医療施設からの６０分カバー圏人口

現況 １２,２００人（５８％） ⇒ 整備後 １４,０００人（６６％）
※ 全線整備後 ２０，５００人（９７％）

からの高次医療施設へのアクセスが向上

し、人口カバー率が拡大するなど地域の

医療サービスの向上に貢献。

■費用便益分析結果 （貨幣換算可能な効果のみを金銭化し、費用と比較したもの）

B/C EIRR※1 総費用 総便益

・十勝港に至る国道２３６号、３３６号は、全国の一般国道

における平均死傷事故率８１件/億台ｷﾛ以上の箇所が

大樹市街で７箇所と多く、物流面においても全道平均を

上回る貨物車事故が発生するなど安全性が確保されて

いない状況（図６）。

たいき

41,500

41,750

42,000

H23 H24 H25 H26 H27

41,911
41,966

図６ 貨物車事故の割合

44%

30%

56%

70%

大樹広尾間

全道国道

貨物車事故 その他事故貨物車事故 その他事故

資料：事故マッチングデータ（H16～H25）

B/C EIRR 総費用 総便益

1.2
（0.96）

4.8%
（3.7%）

3,019億円※2

（167億円※2）
3,496億円※2

（159億円※2）

注）上段の値は帯広ＪＣＴ～広尾ＩＣ（仮称）を対象とした場合、下段（ ）書きの値は事業化区間を対象にした場合の費用便益分析結果
※１： EIRR：経済的内部収益率
※２：基準年（H27年）における現在価値記入（現在価値算出のための社会的割引率：４％）
※３：ＪＣＴ間の費用便益分析は、当該区間のうち、ルートや構造が確定した区間を対象に算出

資料：北海道運輸局 「自動車保有車両数調べ」

図５ 十勝管内貨物車保有車両数の推移
とかち ３
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一般国道236号（帯広・広尾自動車道） 大樹広尾道路（忠類大樹～豊似）に係る新規事業採択時評価
おびひろ ひろお たいき ひろお ちゅうるいたいき とよに

凡 例

Ｎ

（起
）北

忠類大樹～豊似（2車線整備）
延長15 1ｋ

ちゅ うるいたいき

至 豊頃

大樹広尾道路
た い き ひ ろ お

（終
）北

とよに
236

38
274

235

36

5

12

242

333

242

392

44

44

対象区間

高速道路

一般国道

主要地方道

一般都道府県道

その他道路

津波に 浸水 域

北
海
道
広
尾
郡
大
樹

ひ
ろ
お

た
い
き

延長15.1ｋm 北
海
道
広
尾
郡
広
尾

ひ
ろ
お

ひ
ろ
お

235

227

大樹広尾道路
（忠類大樹～豊似）

重要港湾 十勝港

その他道路

橋梁構造

主要渋滞箇所

交通事故多発区間

曲線半径（Ｒ＜150ｍ）

交通量（Ｈ22センサス）交通量台/日

津波による浸水区域樹
町
字
大
樹

き
ち
ょ
う

た
い
き

大樹町

幕別町

至

え
り
も

尾
町
字
紋
別

お
ち
ょ
う

も
ん
べ
つ

H22：4 265台/日（2車線）

H22：4,971台/日
（2車線）

重要港湾 十勝港
（国際物流ターミナル整備中）

交通事故多発区間
331.9件／億台キロ

交通事故多発区間
110.6件／億台キロ

交通事故多発区間

交通事故多発区間
110.2件／億台キロ

交通事故多発区間
165.9件／億台キロ

交通事故多発区間
110.6件／億台キロ

市街地

沿線集落

コントロールポイント

忠類IC

忠類大樹IC

広尾市街地

H22：4,265台/日（2車線）

交通事故多発区間
165.9件／億台キロ

276.6件／億台キロ

交通事故多発区間
221.3件／億台キロ

(仮)豊似ＩＣ
とよ に

(仮)大樹ＩＣ
たい き

広尾町

更別村

全体延長：15.1km
土工延長：14 6km(97%)

H22：4,953台/日（2車線）

大樹市街地

( )

至

帯
広

土工延長：14.6km(97%)
橋梁延長： 0.5km(3%)

（単位：ｍ）

土工部

【標準横断図】
【縦断図】

至 浦河

橋梁

L=25ｍ
橋梁

L=30ｍ

橋梁

L=39ｍ 橋梁

L=20ｍ
橋梁

L=93ｍ 橋梁

L=27ｍ

とよに

忠類大樹IC
(ハーフIC)

ちゅうるいたいき

大樹IC（仮称）

橋梁

L=294ｍ

たいき土工部

橋梁部

忠類IC
ちゅうるい

豊似IC（仮称）
とよに橋梁部

（長大橋）

４


